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「学びの地図」を活用した海洋環境教育の実践支援

・学校等の教育現場において、環境教育の実践を支援するため、環境省では、環境教育・ESD（持続可能な
開発のための教育）実践のためのWebコンテンツ「学びの地図」を作成、公表。海洋に関するものも公表している。

・「学びの地図」では、学習指導要領において環境教育との関連性が高い各教科の単元と、ESDモデルプログラム
（授業展開例・実践例）とを関連付けて整理しており、検索機能を利用するなどして、効果的・効率的な環境
教育の実践に役立っている。

「学びの地図」を活用した環境教育の実践

SDGsのゴール14「海の豊かさを守ろう」を選択すると、関連する教科・単元とモ
デルプログラム（例：小学校・高学年の道徳「生命の尊さ」、“干潟の生き物観
察から世界を見よう！”）が抽出される。

実施場所として「海」を選択すると、関連するモデルプログラムや実践例（例：モ
デルプログラム「ふるさとのきれいな海を守ろう！」、実践例「（大阪）西鳥の海に
行こう」など）が抽出される。

（例）「ふるさとのきれいな海をまもろう！」

モデルプログラム（授業展開例） モデルプログラムの実践例

（例）大阪「西鳥の海に行こう」（阪南市立西鳥小学校２年
生による実践）

モデルプログラムの実践による海洋環境教育

地域の身近な海を教材とすることにより、
●海洋における生物の多様性、●社会生活と海とのつながり、●森、川、干潟、海による水の循環
●漂着ごみによる漁業の影響、●気候変動の海への影響 など
について、探究のプロセスを通じて、深い学びを得ることができる。

SDGsゴール14「海の豊かさを守ろう」から検索

実施場所「海」から検索

http://eco.env.go.jp/lib/env/cn_education/manabi_no_chizu.html「学びの地図」：



海洋ごみ学習用教材
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海洋ごみ学習用教材 小中学生用
環境省 平成29年度漂着ごみ対策総合検討業務



海洋ごみに関する普及・啓発の取組
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プラスチックと賢く付き合う「プラスチックスマート」

不必要なワンウェイプラの抑制や代替品の開発利用などに自ら取り組み、
SNSなどを通じて拡散。また、対話・交流を促進。消費者・自治体・Ｎ
ＧＯ・企業の約3,200件の取組を登録。

研究機関等 企業・
業界団体

ＮＧＯ・
ＮＰＯ

環境省

地方公共団体

対話・交流を活性化
日本財団との共同事業

●SNS発信
（♯ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽﾏｰﾄ）

●プラスマ特設サイト

https://uminohi.jp/umigomi/zeroweek/

http://plastics-smart.env.go.jp/

●海ごみゼロウィーク
・全国一斉清掃アクション
【春】5月27日～6月11日
【秋】9月16日～9月24日

※2023年度の期間

●プラスマシンポジウム
先進事例、連携事例の紹介
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一人ひとり、企業、自治体ができること

各省庁・業界団体・企業・自治体・NGOなどの幅広い主体から、海洋プラスチック
問題の解決に貢献する”プラスチックとの賢い付き合い方” を募集しています。。

個人・消費者
民間企業・業界団体
国・地方自治体
NGO・NPO 等

◎不必要な使用を減らす
✓ 軽量化・薄肉化
✓ マイボトル・マイバッグ
✓ シェアリング

◎使用後は適正処理
✓ 分別・選別
✓ 再生プラの活用
PET Bottle to Bottle

◎処理から漏れたら回収
✓ 清掃活動（街なか、河川、
海岸 等）

✓ アダプト・プログラム

◎分解されるものを使う
✓ 生分解性プラスチック
✓ セルロース

これら活動に対する啓発イベントやメディアキャンペーン、
海外支援などの取組も募集
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参加・発信方法（個人、消費者）

◼取組やアイディアの写真・コメントをSNS（Instagram・Facebook・Twitter

等）で「#プラスチックスマート」とタグをつけて投稿して下さい。

＜取組やアイディアの例＞
・ごみ拾いイベントに参加した
・マイバッグやマイボトルを活用し、ワンウェイのプラスチックの使用を控えた
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プラスチックスマート参加方法や発信方法

○○は、プラスチックの徹底分別に取り組んでいます。

【ロゴマークについて】
ロゴマークはニュースリリース・商品カタロ
グ・名刺などに使えます。

【取組登録について】
「プラスチックスマート」WEBサイト（ で検索）にアクセスし、
取組登録ができます。

プラスチック・スマート

https://plastics-smart.env.go.jp/

団体登録、取組登録がするこ
とができます。

・ロゴマークの使用規約
・ロゴマークデータ
・ロゴマーク使用マニュアル
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プラスマ登録取組の深掘りを目的として、
始めたきっかけ、プロセス、注意点、苦労、
成果等を伺うインタビューを実施し、その
内容をサイトで紹介

プラスマプラットフォーム（Webサイト機能紹介①）

●プラスマアクション最新事例
（様々な事例を紹介！取組のヒントにつながる！）

●メルマガ配信
（最新情報を定期配信）

プラスマメルマガでは
環境問題の解決に向けた、
イベントやシンポジウムのご
案内、プラスチック・スマート
の関連情報などをお知らせ。
取組登録時にメルマガ登録
も同時に完了

海プラごみ対策の課題や取組のヒントが得られる
プラスチックスマートプラットフォームを構築
→ 更に多くの方々の理解促進につなげる

●Interviewページ（取組の深掘り）
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プラスマプラットフォーム（Webサイト機能紹介②）

●Educationページ（海ごみ関連資材、ツールの掲載）

ハンドブック学習用教材
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 登録取組総数約3,200件（2023年5月時点）

取組登録状況

プラスチックごみを削減した
ラベルライター
©カシオ計算機株式会社

登録取組の一例

傘のシェアリングエコノミーによる
ビニール傘の削減
©アイカサ

マイボトル用ドリンクサービス
©BOTLTO

ヘアケア・食器用洗剤ボトルで
海洋廃棄プラスチック削減
©P&Gジャパン／テラリサイクル

ペットボトル自動回収機
©セブン＆アイ・ホールディングス

繰り返し使えて最後は土に還る
ラップ「aco wrap」
©aco wrap
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海ごみゼロウィーク

⚫海ごみ問題解決に向けて、環境省のPlastics Smartや日本財団のChange for the blue等
の取組で醸成された機運を一層高めるため、2019年（平成31年）より共催による「海ごみゼ
ロウィーク」をスタート。

⚫5月30日「ごみゼロの日」、6月5日「環境の日」、6月8日「世界海洋デー」の3つの記念日を含
む期間で「春の海ごみゼロウィーク」、9月に実施される「World Cleanup Day」からの約1週間の
期間を「秋の海ごみゼロウィーク」として実施。2022年は700カ所、26万人が参加

全国一斉清掃活動「海ごみゼロウィーク」
©日本財団、環境省

【春】 5月27日（土）～6月11日（日）
【秋】 9月16日（土）～9月24日（日）

2023年



ローカル・ブルー・オーシャン ビジョン推進事業
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ローカル・ブルー・オーシャン ビジョン推進事業

「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン（2050年海プラ追加汚染ゼロ）」実現に向けた具
体的アクションとして、国内外に広く発信。

地方自治体 民間企業

⚫ 海洋ごみの回収・発生抑制の実効性を高めるため、自治体と企業等の連
携による自走性ある取組の実証を支援し、海ごみ法に沿って広く展開。

⚫ 漂流漂着ごみの回収処理負担の軽減や地域の魅力向上にも貢献。

事業スキーム 事業実施例

①代替素材等やリ
サイクル品の開
発・啓発等

③「ナッジ理論」の
活用と実践によ
るごみ排出抑制

②エコ容器使用、回
収、リサイクルによ
るごみ発生抑制

（内陸部での取組）

①海ごみ対策を売りにした地域ブランドや、地元
企業の海ごみ対策技術の活用など、地域の特徴
に合った事業プラン策定

②企業と自治体をマッチングし、連携体制を構築
③地域住民の海ごみ問題への理解を増進し、住民
を巻き込んだ地域おこしで需要・参加を喚起

④海ごみの回収や発生抑制の実効性向上の効果・
課題を事後検証し、PDCAサイクルを回す

⑤海ごみ対策法に基づく計画・対策のモデルとし
て一般化し、全国各地域での実装を促進

ポリタンクをアッ
プサイクルした
製品を活用した
啓発
＠山口県

イベントにおける
回収・リサイクル
システムの構築
＠弘前市

観光客をごみ
拾い側にする
イベントの実
施
＠和歌山市
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取組の概要

■リサイクル 回収した海洋ごみによるアート作品の制作

■普及啓発 市内小学生に向けた海洋ごみワークショップの実施とシンボ

ルキャラクター（ウミプラー）との連携、一連の取組をTVに

て紹介

■清掃活動他 地ノ島（無人島）での海洋ごみの回収と啓発用資材・

アート資材への活用、ワークショップでのアンケート

取組の目的

■対象 市民、小学生

■目的 人々の海洋ごみに対する意識を変革する体験デザインの創出をめざし、

アート船の制作プロジェクトと教育プロジェクトを実施。一連の様子をマス

メディアで発信。昨年度の成果も活用しながらコンテンツの拡張を図る。

和歌山市

KATIES*花王

小学生

ドキュメンタリ
の制作・放送

連携

テレビ和歌山

連携連携

市民

ワークショップの
企画・運営

ワークショップの
企画・運営

*加太・友ヶ島環境戦略研究会

ワークショップの受講 番組の視聴家族への伝達

アート制作（宝船）

成果と課題、今後の展開

■成果 アート制作と啓発番組の放映

小学生向けウミプラーワークショップの試行

■課題 教育機関向けプログラムのブラッシュアップによる自走性の確保

■今後の展開 ウミプラーを活用した取組の普及と深化
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今後の取組イメージ

■学習コンテンツのブラッシュアップ

関係機関と協力して、学校教育の現場から求められる内容に改善を図り、自走性のある取組とする。

■地域間交流の促進と魅力向上

他の自治体と共に運営側も楽しく参画しながら学びの多いコンテンツとして発展させ、地域間交流の促進やツーリズムへの

溶け込みによって地域の魅力の向上や発信を図る。

■海洋ごみ回収の概念の変革に向けて

海洋ごみに対する新たなモノの見方（意識）を創出し、海洋ごみ回収の概念自体を変えていく仕掛けづくりを継続してい

く。

取組のポイント

■動機付け 市の観光資源である友ヶ島に堆積する海洋ごみの現状と課題の共有に加え、「ウミプラー」というシンボルの設定や目指したいゴールが関係者

間で具体化されている。

■事業性 「ウミプラー」コンテンツは市の魅力発信やツーリズムに活用できる可能性がある。

■横展開 学習コンテンツの横展開に加え、各地独自の「ウミプラー」の創出による「ウミプラー」をコミュニケーションハブとしたネットワーク形成が期待される。

効果測定

■方法 ワークショップに参加した児童へのアンケート

■結果 半数から9割の児童に対して日常の行動について考えるきっかけとなったこと

が示されており、「振り返り学習」や「漂着物の分別」の実施にて誘起された

ことが示唆された。

児童へのアンケート結果（実施校別）

今回の活動をすることで、ウミプラーのような悲しい思いをしているプラスチックをなくすために、
自分にできることを考えられましたか？
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